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ＨＰリニューアルしました！

 夢ハウス（水曜日の利用者）

と、よってみんさいや中野の皆

さんが、大望月邸のひな人形展

へおでかけ。会場には、よって

みんさいや中野の力作、千代紙

のおひなさまも飾られていま

した。 
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 【福祉課 多武保清美さん】 

誰（どこ）と、どのようにつながっている？支え合いマップづくりの勉強会は、「私」は

どう暮らしたいのかを考えるきっかけになりました。今とこれからの私について・・・ひそ

かにマイマップづくりをはじめましょうか。 

 【村上範明さん】 

人の助け無しでは生きられないし、好むと好まざるにかかわらず年をとれば介護のお世話

にならざるを得ない私たちです。 

個人での介護には限界があり、社会全体でその面倒をみるために生まれたのが福祉施設で

あると思っています。 

ところが現在「私たちは年をとればそこでお世話になればいい」という寄り掛かった思い

が一般的のようですが、果たしてこれで良いのだろうか、考えてみようという問題提起だっ

たと思っています。 

私たちお互い年をとるにしたがって、ますます孤独感と不安感がつのり身近な誰かを求め

るようになります。そこに隣近所の出番があります。 

それに手を差し伸べるのが本当の介護だと訴えられました。 

「世話焼きさん」と呼ばれて、世話をしている各地の実践例を紹介してくれました。 

実践することにより介護される人とだけでなく「世話焼きさん」同志の人間関係の輪が

次々生まれ、地域社会が活性化していく様子を話してくれました。 

ボランティアは人のためだけに在るのではなく自分自身を成長させる糧だと言われ、「臆

病」「躊躇」することなく、何が出来るかを考え実践して欲しいと結ばれたと思いました。

 【Ｔ・Ｅさん】 

最近、物忘れがひどく、折角の有意義なお話も消化しないで忘れる傾向がひどいのですが、

小生の感想、数点のみ書いてみます。 

先生の住民流は 30 年の長きに渡る運動とお聞きし驚きました。 

1）福祉活動で要支援者に押し付けてはいけない 

   納得してもらうのは難しいと思うが 

2）要支援者も助けられ上手になる、家族が助けられ上手になる 

   要支援者も好みがあろう（支援する方も好みがあろうに） 

3）自助、共助、公助 

4）要支援者も助けられる一方では嫌、と言われたのは納得 

5）地域内の情報の収集、これは難しそう 

   昔のような世話人、おせっかいやきが居なくなった 

先生にまた話を聞く機会があるなら、少しずつでも理解が増し、今まさに大崎上島町が始

めた活動に役立つと思います。 

あまり楽しんで活動している訳でもないのですが、出来れば楽しみながら活動できれば良

いと思います。一番の感想は継続が大事かな・・・ 

木原先生、ありがとう。 

 【藤解節夫さん】 

我が町、大崎上島町のまちづくりについて、自分たちの周囲を見て昔からの諺の中に、向

こう三軒両隣といった社会において生活する中で、よく聞き今日まで慣習的によく使われて

おります。 

私達の合併後の島の人口と世帯数、高齢者率を考えてみると、演題の住民流・助け合い起

こしがぜひ必要と思います。 

1．生活の中で「公助」から「共助」住民の助け合いの心の大切、特に介護についてはお互

いの理解し合う心 

2．地域づくりの必要性 

 (1)福祉は自助から始まる (2)自立を考え、グループによる活動 (3)ボランティア活動

により協力し合う活動 (4)寝たきり老人の介護の理解 (5)共助の核は近所から発進 

 (6)防犯・防災の組織化 (7)近隣世話焼きさんとミニ世話焼きさんの必要 (8)福祉活動

も近所と後方支援 

後方から社協と福祉委員と民生委員の町内組織力の必要。 

おわりに福祉活動は共助と公助が均衡し、車の両輪でサービスも自助も住民の流儀で実践

し、地域で安心安全を目的に住民がもっと豊かな生活となるべきである。 

講師 住民流福祉総合研究所 

   所長 木原 孝久 氏 

 ３月３日、いまから出来る“ご近所福祉”を普及させるた

め、午前は福祉関係者を対象に、午後は一般住民を対象にし

た「住民流の福祉のまちづくり講演会」を開催しました。 

 講演では、介護保険などの公的サービスにより「公助」の

部分は充実してきたが、それにより共助（ご近所の助け合い

等）の部分が弱くなってきていると指摘がありました。 

 支え合い、助けあえる地域は福祉力だけでなく、犯罪や、

災害にも強いまちづくりにつながります。 

 講演会の参加者も助け合いの大切さをあらためて感じた

のではないでしょうか。 

 

 参加者に感想をお願いしましたのでご紹介します。 



 

 

【香典返し】 

・東野  吉本 克英 様（故父 清人 様） 

・ 〃   住吉 サダミ様（故夫  務  様） 

 

【一般寄付】 

・原田  平田 敦嗣 様（チャイルドシート借用のお礼） 

・匿名（２名様） 

【香典返し】 

・沖浦  原田 芳彦 様（故母 ツルコ 様）

・中野  田中 邦男 様（故父 孝信  様）

・ 〃   杉原  章 様（故父 岡田昭明 様）

・ 〃   松岡  健 様（故父 哲雄  様）

・ 〃   竹本 久子 様（故夫  喬   様）

・ 〃   閑田 眞知子様（故夫  徹   様）

・原田  畝本 洋子 様（故母 浜田シマ 様）

・ 〃   長田 典子 様（故母 ツルヨ 様）

お寄せいただいたご寄付は、福祉のまちづくり推進のため、有効に活用させていただきます。 

～４月開催日のお知らせ～ 

日 時 平成２１年４月１０日（金）

午前１０時～１１時３０分 

場 所 大崎老人福祉センター 

   ２階集会室 
介護されている方ならどなたでも参加できます

日 時 平成２１年４月１６日（木） 

午後１時３０分～３時３０分 

場 所 木江保健福祉センター 

 大崎上島町社協で行っている、事業・サービスの紹介や行事予定などをインター

ネットにて公開しています。 

 これから充実したホームページを目指していきますので、ぜひアクセスしてくだ

さい。 

アドレス http://www.syakyo.net/ 


